杉浦日向子 
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乱 

戦 

の 

最 

中 


返馳よ 


馬背 


不覚をとリ 
昏倒した様子で 
気付いた時には 
あたりは 
しずまり 返つて 
おりました 


四方霧の海で 
樹木一本見えぬ有様 
でしたが 
何にもせ 

陣中に辿り着かねばと 
必死に歩きました 
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零 

I 


籲 


崖霧実 


五、六間行かぬ内 
すさまじき音を たてて 
まつさかさま 一 



馬は忽ち 
狂って 
騎馬武者を 
ふるい落とし 
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察しまするに 
昨今死人ょり 
具足を剝奪 
せしむる仕業が 
ございます故 


K 


死期を 
悟りて 
自ら崖下へ 
向い 馬を 
走らせたもので 
ありましよう 


さもあれど 
騎馬武者程の 
者の名が 
知れぬとは 

奇«なことよ 


恐らくは 
藩主秘蔵の近習 
か、敵将の子息 
あたりで 
ございましよう。 


生捕の敵兵は 
いずれも 
葉武者、 

雑兵どもで 


あれば 

見知りがないのも 
是非な きこと。 

じき素上も明らかと 
なりましよぅ。 
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自身で 
瞎めよぅ 


リン..： 乂 
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の晚が 


さても 
はやる 
手付に て 


縫い合せん 

とし給うた 



国許へお帰りに 
なられてから 
お生まれ あそばした 
最初の姫君に「縫」、 
次の若君に「継丸」と 
お名付けなされた 
ことでおじやつた 


されど 
どぅにも 
継ぐ事が 
ならず 
大汗 かきて 
弱りきつて 
居なさると 


目覚め給ぅた 








































